
S E R V I C E   I N T R O D U C T I O N

現場の専門性を、

事業の価値へ。

スポーツに関わる事業・組織のための

価値整理・発信・企画・集客・改善支援
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0 1    /   I S S U E S

こ んな 状況 にあ りま せん か

こんな状況に、

心当たりはありませんか。

01 価値が、伝わる形になっていない 現場で積み上げてきた専門性や実績が、事業の価値として十分に伝わっていない。

商品・サービス・活動の強みを、顧客や関係者に分かりやすく説明できない。

02 発信が、事業につながっていない WebやSNSで発信しているが、問い合わせ・参加・導入など、事業への寄与が見えにくい。

現場や日々の業務が優先で、更新・反応の確認・改善にまで時間をかけられない。

03 取り組みが、次へ活かされていない イベントや事業を実施して終わりになり、次の関係や機会へ活かし切れていない。

マーケティングを進めたいが、スポーツの現場を理解した相談相手がいない。
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0 2    /   O U R  R O L E

私 たち の役 割

現場の専門性を、

事業の価値へ。

現場には、長い時間をかけて培われた専門性や経験があります。

それらは、適切に整理され、必要な人へ届く形になることで、事業の価値となり、次の機会を生み出します。

Stretch Support は、現場の理解と、発信・企画・マーケティングの視点を行き来しながら、

専門性を、伝わる言葉と仕組みに変えていきます。
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0 3    /   S E R V I C E S

提 供す る支 援

価値を、事業の前進へつなげる5つの支援。

01 価値を見つけ、整理する 現場の強みを聞き、届けるべき価値を言葉にする。

02 届け方を設計する
目的と相手を整理し、発信と導線のつなぎ方を
設計する。

03 形にする
Web・記事・資料・イベントなど、伝わる形へ
落とし込む。

04 届ける
発信・告知・集客を通じて、必要とする人との
接点をつくる。

05 計測し、振り返り、次へつなげる 数字と現場の声から振り返り、次の改善へつなげる。

振り返りを、次の支援へ

価値の発見から、設計・実行・振り返りまで。組織の状況や目的に合わせて、必要な範囲をともに設計します。
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0 4    /   H O W  W E  W O R K

進 め方

対話から始め、次の一手までを共に考える。

事業や組織の現在地・目的・体制に合わせて、必要な範囲を組み立てます。一度きりではなく、めぐらせながら次の施策へつなげていきます。

01  対話し、現在地を知る
背景・目的・今の課題を伺う。

02  目的と優先順位を整理する
何を届け、何を変えるかを定める。

03  必要な形にして、実行する
目的に応じた施策を設計し、進める。

04  計測し、振り返り、次へつなげる
数字と現場の声から、次の一手へ。

継続しながら、

育てていく。
次の対話へ

ご相談の内容によっては、設計のみ・制作まで・実行後の振り返りまでなど、関わる範囲を柔軟に組み立てます。
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0 5    /   W H O  W E  S U P P O R T

支 援す る対 象

スポーツに関わる事業・組織のために。

現場で培われた専門性や独自の価値を、発信・企画・集客・次の施策へつながる形に整えたい事業・組織を支援します。

01

スポーツの商品・

サービスを提供する事業者

スポーツ用品、教育、イベント、コミュニティ、メ

ディア、テクノロジーなど、スポーツに関わる商品

やサービスを提供する事業者。

02

現場の専門性を持つ

事業者

トレーナー派遣、治療・コンディショニング、育成

支援など、現場で培った専門性を事業やサービスへ

活かしている事業者。

03

地域・公共性のある

スポーツ事業

自治体や地域、団体とともに、スポーツを通じた育

成・参加・交流・地域づくりを進める事業やプロジ

ェクト。

組織の規模や業種ではなく、現場にある価値を、より多くの人へ届けたいという意志を大切にしています。
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0 6    /   E X P E R I E N C E

経 験

現場と事業、その間を行き来してきた経験。

現場で人と向き合うこと。価値を言葉にし、コンテンツや仕組みにして届けること。その両方を行き来してきた経験を、支援に活かします。

実践 01 スポーツの現場で培った視点 アスレチックトレーナー、パーソナルトレーナー、治療家として。競技に取り組む一人の実践者として

父親として。さまざまな立場から競技者・チーム・成長期の子どもたちと向き合い、現場の専門性が

日々どう積み上がるかを理解しています。

実践 02 コンテンツと事業をつないだ経験 ランナー向けのオウンドメディアをゼロから立ち上げ、月間30万PVを超える規模へ育成。コンテンツ

を通じて信頼をつくり、EC・オンラインコンテンツ・メールマーケティングなどへつなげてきました

。

実践 03 企画を、次の機会へつなげる経験 講座・イベントの企画運営、ウェブサイトの制作・運用、集客支援などを通じて、単発の施策を、

次の参加・関係・事業機会へつなげる取り組みを行ってきました。

現場を理解し、価値を見つけ、届け方を設計し、次の機会へつなげる。Stretch Support は、その間を行き来しながら伴走します。
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0 7    /   F I R S T  S T E P

ご 相談 の流 れ

積み重ねてきた経験から、

次の可能性を考える。

すぐに施策を決めるのではなく、これまでの歩みや目指す先を伺いながら、何を整理し、どこから進めるべきかを一緒に考えます。

01
初回ヒアリング

これまでの歩みや目指す未来、

今の状況を伺う。

02
論点と、次の一歩を整理する

見えてきた価値や論点を共有し、

次の一歩を一緒に考える。

03
必要に応じて、

具体的な提案へ

前に進めるテーマがあれば、

ヒアリングをもとに提案資料を作成。

必要に応じて

提案資料では、事業の背景と目指す状態を踏まえ、優先課題・支援の範囲・進め方・成果物・期間・費用、そして計測・振り返りの考え方までを整理してお渡しします。
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C O N T A C T

現場にある価値を、

次の機会へ。

事業やサービスの価値を整理したい。発信やコンテンツを、次の関係づくりにつな

げたい。

まだ課題が明確でなくても構いません。これまでの経験と、これから目指したい

ことを伺いながら、次の一歩を一緒に考えます。

・支援の考え方や進め方について、まず話を聞いてみたい。

・自社・自組織の事業、発信、企画について相談したい。

株式会社ストレッチサポート

Stretch Support, Inc.

代表 浦中 宏典  Hironori Uranaka

M A I L info@stretch-s.co.jp

W E B stretch-s.co.jp
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